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第２章 逗子市の高齢者の現況と将来見込み 

 

 

１ 現況 
 

１－１ 高齢者を取り巻く環境 

（１）高齢者人口、第1号被保険者 

 ① 人口の推移 

本市の総人口は、平成 20 年 10 月 1 日現在で 60,555 人、65 歳以上人口（以下、高齢者人

口）は 16,016 人であり、その総人口に占める割合（以下、高齢化率）は 26.45％となってい

ます。総人口は平成 16 年より増加傾向にあります。平成 15 年に比べて総人口で 0.5％増、高

齢者人口で 14.0％増と、高齢者人口の増加率が際立っています。 

第３期計画との差異を見ると、総人口、40～64 歳人口、高齢者人口とも実績が計画を上回

りました。総人口の伸びが大きかったこと、高齢者人口の中でも 75 歳以上人口の伸びが大き

かったことがあげられます。 

 

●逗子市人口の推移 

区  分 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度

総人口（人）  60,255 60,141 60,203 60,300 60,494 60,555

 対前年増減数  -114 62 97 194 61

 40～64 歳人口（人） 20,939 20,976 20,985 20,770 20,837 20,811

 高齢者人口 14,044 14,364 14,685 15,117 15,524 16,016

  65～74 歳人口（人） 7,909 7,890 7,913 8,080 8,215 8,370

  75 歳以上人口（人） 6,134 6,473 6,772 7,037 7,309 7,646

高齢化率（％） 23.31% 23.88% 24.39% 25.07% 25.66% 26.45%

※上記は住民基本台帳人口に外国人登録人口を含めた値（10 月 1日現在） 

 



（参考）第３期計画と実績との差異 

区分 時点 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 

総人口 計画 A 59,595 59,297 58,966 

    実績 B 60,300 60,494 60,555 

    差異（B-A） 705 1,197 1,589 

 40～64 歳人口（人） 計画 A 20,475 20,240 20,110 

    実績 B 20,770 20,837 20,811 

    差異（B-A） 295 597 701 

 高齢者人口 計画 A 15,029 15,406 15,740 

    実績 B 15,117 15,524 16,016 

    差異（B-A） 88 118 276 

  65～74 歳人口（人） 計画 A 8,108 8,231 8,315 

    実績 B 8,080 8,215 8,370 

    差異（B-A） -28 -16 55 

  75 歳以上人口（人） 計画 A 6,921 7,175 7,425 

    実績 B 7,037 7,309 7,646 

    差異（B-A） 116 134 221 

 

 

② 第 1号被保険者の状況 

平成 20 年９月末現在、逗子市の第１号被保険者数は 16,098 人となっております。 

また、平成 20 年２月末現在の第１号被保険者の年齢構成で比較すると、75 歳以上の後期高齢者

の割合が横須賀・三浦圏域の中で最も高くなっています。 

 

●第 1号被保険者の年齢別（75 歳区切り）構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

53.6%

56.7%

53.1%

52.4%

55.0%
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46.4%

43.3%

46.9%

47.6%

45.0%

45.9%
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全国

横須賀市

鎌倉市

逗子市

三浦市

葉山町

65～74歳 75歳以上

※介護保険事業状況報告（平成 20 年 2月分） 認定者は 2月末時点 
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（２）要支援・要介護認定者の状況 

① 認定状況 

   本市の要支援・要介護認定者数は、平成 20 年 10 月１日で 2,466 人と増加を続けています

が、増加人数は近年やや少なくなってきています。 

平成 20 年 2 月末現在の第１号被保険者数に占める認定者の割合を比較すると、全国に比べ

ると低いものの、横須賀・三浦地区の中では鎌倉市に次いで多くなっています。また、介護

度別構成割合では、横須賀・三浦地区の中で、要支援１・２の割合が最も多く、また、要介

護４と要介護５の重度者の割合は三浦市に次いで多くなっています。 

 

●第１号被保険者に占める認定者の割合 
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13.4%

13.5%
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全国

横須賀市

鎌倉市

逗子市

三浦市

葉山町
第1号認定者出現率

※介護保険事業状況報告（平成 20 年 2月分） 認定者は 2月末時点 

 

●認定者の介護度別構成割合 
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12.0%

8.6%
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17.6%
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12.1%

12.7%
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  ※介護保険事業状況報告（平成 20 年 2月分） 認定者は 2月末時点 
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 ●逗子市要支援・要介護認定者数の推移 

区  分 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度

要介護等認定者計（人）  1,954 2,201 2,315 2,346 2,364 2,466

対前年増減数  247 114 31 18 102

要支援 292 381 399  

要支援１  209 332 345

要支援２  195 337 349

経過的要介護   

要介護１ 555 647 680 684 303 322

要介護２ 329 341 358 375 446 429

要介護３ 313 327 346 356 379 414

要介護４ 245 270 284 294 329 349

介
護
度
別 

要介護５ 220 235 248 233 238 258

※介護保険事業状況報告（各年 10 月 1日現在） 

 

② サービスの受給状況 

 平成 20 年 3 月利用におけるサービス受給者割合を比較すると、居宅サービス受給者が 62％、地

域密着型サービス受給者が 4.1％、施設サービス受給者が 16.0％となっており、横須賀・三浦圏

域の中で居宅サービス受給者割合が多くなっています。また、サービス種別の受給者一人当たり

給付費の比較で、居宅サービスの受給者一人当たり給付費は、横須賀市に次いで２番目に少なく

なっています。 

 

●認定者に占めるサービス種別受給者割合 
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※介護保険事業状況報告（平成 20 年 5月分） 認定者は 2月末時点、受給状況は 3月利用分の実績 
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●サービス種別に見た受給者一人あたり給付費 
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※介護保険事業状況報告（平成 20 年 5月分） 受給状況は 3月利用分の実績 

 

●施設サービス種別に見た受給者一人あたり給付費 
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250.7 245.7
264.1 261.7

251.7 256.3

356.6 362.7
346.6

330.2
340.9

368.4

0.0
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※介護保険事業状況報告（平成 20 年 5月分） 受給状況は 3月利用分の実績 



１－２ 高齢者の生活 

●同居状況 

一般高齢者調査によれば、同居状況に

ついて、「ひとり暮らし」が 13.6％とな

っています。 

安心・安全な暮らしを考える上で、地

域の中でさまざまな支え合いや見守り体

制が必要と考えられます。 

同居家族
がいる
85.5%

ひとり暮ら
し
13.6%

無回答
0.9%

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※一般高齢者調査結果（平成 19 年実施） 

 

一般高齢者調査によれば、健康につい

て知りたいこととして、「認知症の予防に

ついて」、「がんや脳卒中等の病気の予防

について」、「医療機関や薬品の選び方に

ついて」の順に回答が多くなっていま

す。 

高齢期の健康づくりを考える上で、各

種予防の理解促進・情報提供が必要と考

えられます。 

●健康について知りたいこと 

単位：％

5.5

0.8

17.7

17.7

17.8

28

30

30.2

32.9

35.3

41.6

無回答

その他

歯や骨の健康づくりについて

心の健康づくりについて

特にない

年齢や体力に見合った運動

の方法について

望ましい食生活について

寝たきりの予防について

医療機関や薬品の選び方に

ついて

がんや脳卒中等の病気の予

防について

認知症の予防について
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※一般高齢者調査結果（平成 19 年実施） 
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●団体活動への参加の現状と意向 

単位：％14.4

6

1.9

8.5

2.8

12.8

15.1

4.6

1.4

11.9

6.1

1.9

10.2

6.4

14.5

25.8

16.6

1.3
ケ.その他     その他 

ク.健康づくりの団体健康づくりの団体 

キ.学習・教養・趣味の会学習・教養・趣味の会 

ア.町内会・自治会・婦人会

イ.老人クラブ

ウ.仕事関係の団体

エ.ボランティア団体

オ.社会活動

カ.ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ団体

現在参加している

参加したい

 

ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ団体 

    社会活動 

ボランティア団体 

 仕事関係の団体 

   老人クラブ 

町内会・自治会・婦人会 

一般高齢者調査によれば、団

体活動への参加の現状と意向と

して、「学習・教養・趣味の

会」と「健康づくりの団体」の

参加意向が現状の割合に比べて

非常に高くなっています。 

高齢期の健康づくり、生きが

いづくりを考える上で、地域の

さまざまな活動に気軽に参加で

きるよう、相談支援や活動情報

の提供が必要と考えられます。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※一般高齢者調査結果（平成 19 年実施） 

 

●定住意向 
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※一般高齢者調査結果（平成 19 年実施） 

できれば市外に
住み替えたい

2.5%

特にこだわりは
ない
11.1%

無回答
1.8%

できれば逗子で
暮らし続けたい

84.6%

 一般高齢者調査によれば、逗

子市で暮らし続けたいと考えて

いる人は約 85％となっていま

す。 

身近な地域で安心して暮らし

ていくためには、地域での支え

合い、相談支援、生活支援や住

まいの確保等が必要と考えられ

ます。 

 



 

●高齢者福祉サービスの利用経験と利用希望 

一般高齢者調査によれば、高

齢者福祉サービスの利用経験は

逗子市高齢者センターと福祉バ

スが約１割と低調です。一方で

利用希望はいずれも高く、中で

も福祉緊急通報システムが最も

多くなっています。 

身近な地域で安心して暮らし

ていくためには、相談支援や生

活支援、緊急時対応、移動手段

等、生活全般を支えるしくみづ

くりが必要と考えられます。 
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単位：％

1.4

0.6

9.4

1.1

6.1

1.4

2.5

10

1

1.4

34.4

35.2

32.3

34.9

19.6

26.2

26.9

36

24.7

36.5

利用したことがある

利用したい

ア.地域包括支援センター地域包括支援センター

イ.在宅介護支援センター在宅介護支援センター

ウ.逗子市高齢者センター逗子市高齢者センター

エ.福祉給食サービス福祉給食サービス 

オ.公衆浴場入浴助成公衆浴場入浴助成 

カ.住宅改修相談  住宅改修相談 

.ひとり暮らし高齢者等訪問キひとり暮らし高齢者等訪問 

ク.福祉バス    福祉バス 

ケ.ハンディキャブ ハンディキャブ 

コ.福祉緊急通報システム福祉緊急通報システム 

※一般高齢者調査結果（平成 19 年実施） 

 

●自立支援施策への関心 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％

44.9

32.1

46.5

13

24.8

10

19.8

18.4

18.9

22.4

24.7

24.5

ア.自立支援

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ.高齢者向けの住宅施策

ウ.認知症高齢者対策

大いに関心がある あまり関心がない わからない 無回答

     自立支援 

高齢者向けの住宅施策 

 認知症高齢者対策 

単位：％

25.3

28.8

27.8

39.4

27.4

37.2

3.4

7.5

2.5

31.9

36.2

32.4

施策の内容を知りたい 充実して欲しい 市施策として必要と思わない 無回答

ア.自立支援     自立支援 

イ.高齢者向けの住宅施策高齢者向けの住宅施策 

ウ.認知症高齢者対策 認知症高齢者対策 



１－３ 高齢者の介護 

●家族構成（認定者調査） 
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※要支援・要介護認定者調査結果（平成 19 年実施） 

ひとり暮らし
26.3%

その他の世帯
（同居世帯）
34.8%

配偶者のみ
（二人世帯）
23.5%

配偶者以外の
65歳以上の方
との世帯
12.4%

無回答
3%

要支援・要介護認定者調査によれば、

家族構成は「ひとり暮らし」と「配偶者

のみ」を合わせると約５割となります。

一般高齢者調査における「ひとり暮ら

し」は約 14％となっており、認定者の独

居割合は高いと言えます。 

安心・安全な暮らしを考える上で、地

域の中でさまざまな支え合いや見守り体

制が必要と考えられます。 

 

 

●支給限度額に対する利用の程度（認定者調査） 

 

●限度額まで利用していない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保険外でも利用し
ている
13.4%

支給限度額の９割
以上利用している

7.8%

支給限度額までは
利用していない

53.5%

※要支援・要介護認定者調査結果（平成 19 年実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービス利用票別
表をもらっていない

1.1%

わからない
8.4%

無回答
15.7%

 

単位：％

58.1

42.4

16.2

12

8.4

7.9

1

8.4

限度額まで使う必要はない

から

家族も協力してくれるので

利用料の負担が大変だから

利用したいサービスがない

他人を家に入れたくない

その他

サービス事業所が見つから

ない

無回答

 

要支援・要介護認定者調査によれば、５割以上の人が「支給限度額までは利用していない」と回

答しています。その理由としては「限度額まで使う必要はないから」、「家族も協力してくれるの

で」といった回答が多くなっています。一方で、利用料負担が大変とか、利用したいサービスがな

い、他人を家に入れたくないといった回答も見られます。 

身近な地域で自立した生活を続けていけるよう、介護保険サービス、介護保険外サービスも含め

て、必要なサービスが利用できるような環境づくりが必要と考えられます。 



●心配なこと・困っていること（認定者調査） 

要支援・要介護認定者調査によれば、心配なこ

と・困っていることとして、自分や家族の健康や自

由に外出できないこと、災害時の対応の順で回答が

多くあげられました。 

安心・安全な暮らしを考える上で、健康に関する

相談支援体制、移動手段の確保、災害時の支援体制

が必要と考えられます。 
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単位：％

8.9

2.3

2.5

4.5

5.6

6.3

9.6

9.8

9.8

11.9

14.2

15.6

20

23.8

32.3

38.1

65.4

無回答

その他

友だちづきあい

居住空間

家族の将来

家族同士の人間関係

特にない

自分と家族の関係

家族が一緒にいる時間が少

ない

孤独

家族に面倒をみてもらうのが

つらい

分らしく過ごせていないこと

家計のこと

災害時の対応

自由に外出できない

家族の健康のこと

自分の健康のこと
 

自

※要支援・要介護認定者調査結果（平成 19 年実施） 

 

●介護者支援サービスの利用経験と利用希望（介護者調査） 
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37

介護者調査によれ

ば、介護者支援サー

ビスとして、紙おむ

つの支給以外の利用

経験は少ないです

が、利用希望はいず

れも高くなっていま

す。 

在宅介護を継続し

ていく上で、介護者

への支援体制が必要

と考えられます。 

ｱ.紙おむつの支給

※介護者調査結果（平成 19 年実施） 

 

ｲ.徘徊高齢者ＳＯＳネットワーク

ｳ.徘徊高齢者探索器の貸与

ｴ.家族介護者リフレッシュ事業

ｵ.家族介護者支援事業

利用したことがある

利用したい

 
      紙おむつの支給

徘徊高齢者ＳＯＳネットワーク

  徘徊高齢者探索器の貸与

家族介護者リフレッシュ事業

    家族介護者支援事業

ｶ.家族介護慰労金の支給   家族介護慰労金の支給
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２ 逗子市の将来フレーム 
 

２－１ 平成 26年度までの見込み 

（１）高齢者人口 

   本市の総人口は、ここ最近の人口増の影響で、平成 23 年の 60,674 人まで膨らみ、その後

は減少に転じて、平成 26 年には 60,530 人になると推計しています。 

うち 65 歳以上人口は増加を続け、平成 23 年には 16,406 人（高齢化率が約 27％）、平成 26

年には 17,466 人（高齢化率が 29％）と推計しています。 

 

●人口の将来推計 

区  分 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度

総人口（人）  60,631 60,661 60,674 60,643 60,604 60,530

 対前年増減数  30 13 -31 -39 -74

 40～64 歳人口（人） 20,866 21,092 21,460 21,448 21,369 21,394

 高齢者人口 16,224 16,354 16,406 16,778 17,210 17,466

  65～74 歳人口（人） 8,419 8,318 8,132 8,287 8,618 8,803

  75 歳以上人口（人） 7,805 8,036 8,274 8,491 8,592 8,663

高齢化率（％） 26.76% 26.96% 27.04% 27.67% 28.40% 28.86%

※住民記録台帳人口及び外国人登録者数をもとにコーホート変化率法を用いて推計した値（各年 10 月 1日現在） 
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（２）要支援・要介護認定者数 

本市の要支援・要介護認定者数は、毎年増加を続け、平成 21 年に 2,523 人、平成 26 年に

は 3,000 人に近づくと見込まれます。 

 

●要支援・要介護認定者の将来推計 

区  分 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

要介護等認定者計（人）  2,523 2,616 2,717 2,807 2,886 2,963 

対前年増減数 93 101 90 79 77 

要支援１ 355 366 377 388 397 404 

要支援２ 349 359 373 384 393 403 

要介護１ 318 331 343 354 362 373 

要介護２ 439 457 474 492 508 522 

要介護３ 433 452 471 487 503 518 

要介護４ 363 377 393 406 419 431 

総合計 

要介護５ 266 274 286 296 304 312 

要支援１ 351 362 373 384 393 400 

要支援２ 334 344 358 369 378 388 

要介護１ 311 324 336 347 355 366 

要介護２ 435 453 470 488 504 518 

要介護３ 418 436 454 470 486 501 

要介護４ 357 371 387 400 413 425 

第 1 号被保険者 

（65 歳以上） 

要介護５ 258 266 278 288 296 304 

（参考）平成 21 年を 100 とした場合の伸び 

総合計 要支援１ 100 103 106 109 112 114 

  要支援２ 100 103 107 110 113 115 

  要介護１ 100 104 108 111 114 117 

  要介護２ 100 104 108 112 116 119 

  要介護３ 100 104 109 112 116 120 

  要介護４ 100 104 108 112 115 119 

  要介護５ 100 103 108 111 114 117 
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２－２ 計画目標 

（１）第4期計画期間中の施設等の整備方針 

 

 ●第 4 期計画期間中の新規・増設等の見込み 

区分 施設種別 第 4 期計画期間中の新設・増設等の見込み 

入所施設 介護老人福祉施設 

（特別養護老人ホーム） 

○利用者のニーズが最も高い施設である。 

○100 床の新設を目指す。 

 介護老人保健施設 ○80 床の新設を目指す。 

 地域密着型介護老人福祉施設

入所者生活介護 

○事業者参入も望めないことから、広域型以外の新たな

利用は見込まない。 

入居施設 認知症対応型共同生活介護 ○３ユニット（定員 27 人）の新設を目指す。 

 特定施設入居者生活介護 ○100 床の新設を目指す。 

 （市内の施設等の現況） 

区分 施設種別 施設数 定員 

入所施設 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） ２箇所 168 人 

 介護老人保健施設 ２箇所 175 人 

入居施設 認知症対応型共同生活介護 ４箇所 53 人 

 地域密着型特定施設入居者生活介護 １箇所 23 人 

 

 

（２）入所・入居施設利用の目標 

    介護保険３施設では療養病床の転換を、また、居住系サービスでは今後の居住系サービ

スのニーズを加味して、将来の施設・居住系サービスの利用者を見込みました。住み慣れ

た地域での生活を継続できるよう、在宅と施設のバランスのあるサービス提供を目指しま

す。 

 

●入所施設利用の将来展望（利用者数は各年度 10 月 1 日時点、施設定員数は年度末時点） 

区  分 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

介護保険３施設利用者  398  398 556  539  539  539 

利用者数  208  208 298  298  298  298 介護老人福

祉施設 市内施設定員数 168 268 268 268 268 268

利用者数  171  241 241  241  241  241 介護老人保

健施設 市内施設定員数 181 261 261 261 261 261

利用者数  19  19  17 - - -

 

介護療養型

医療施設 市内施設定員数 0 0 0 - - -
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●入居施設利用の将来展望（利用者数は各年度 10 月 1 日時点、定員数は年度末時点） 

区  分 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

居住系サービス利用者 102 114 126 126 126 126

利用者数  79  91  103  103  103  103 認知症対応型

共同生活介護 市内定員数 62 80 80 80 80 80

利用者数  -  -  -  -  -  - 特定施設入居

者生活介護（介

護専用型） 市内定員数  -  -  -  -  -  - 

 

利用者数  23  23 23  23  23  23 

 

地域密着型特

定施設入居者

生活介護 市内定員数 23 23 23 23 23 23

 

●要介護２～５に占める入所・入居施設利用者の割合 

区  分 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

介護保険３施設利用者  398  398 556  539  539  539 

居住系サービス利用者 102 114 126 126 126 126

施設・居住系サービス利用者計（A）  500 512 682  665  665  665 

施設・居住系サービス利用者の割合 

               （＝A／B） 
33.3% 32.8% 42.0% 39.6% 38.4% 37.3%

 

要介護２～５の認定者（B）  1,501  1,560  1,624  1,681  1,734  1,783 

 

 

（３）介護保険３施設を利用する重度者への重点化の目標 

    施設利用者に占める要支援・要介護４・５の割合は、療養病床の転換、介護老人福祉施

設の利用者の重度化を加味して、将来の施設サービスの要介護４・５の人数を見込みまし

た。運営基準に沿った入所基準に従って施設利用を進めるとともに、在宅生活へのサポー

ト体制も整備していきます。 

 

●入所・入居施設利用者に占める重度者割合 

区  分 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

介護保険３施設利用者（A） 398 398 556 539 539 539 

 内、要介護４・５の人数（B） 250 251 349 337 337 337 

施設利用者に占める要介護４・５の割

合（＝B／A） 
62.8% 63.1% 62.8% 62.5% 62.5% 62.5%

 

 


